
　補強方法として、今あるコンクリート橋脚の外側を鋼板やコンクリートなどの補強材で巻立てることなどを実施します。そ

の他、地震発生時に橋が落下することを防ぐための落橋防止装置を設置する対策も併せて実施しています。

　　「安全・安心に通行できる」ようにするため、傷んだ道路の舗装を補修修繕しています。

　　割れ目の補修は、シールと呼ばれる瀝青質材料を使って埋めています。又、路面の凸凹に対しては、部分的な削

り取り作業等の補修を行い舗装の平坦性などの確保を図ります。その後何年か経過して、さらに割れ目が増えたり凸

凹が大きくなったときに、古い舗装を削って新しい舗装にかえる修繕工事を行います。




